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はじめに

　近年，周産期医療の進歩にともない，より早期に小さ
な体重で出生した子どもたちの多くが生存するように
なってきている。出生時の体重が2500g未満で生まれた
新生児は低出生体重児（Low Birth Weight Infant：以下
LBW児とする）と呼ぶ。そのなかで，出生体重1500g未
満で生まれた新生児は極低出生体重児（Very Low Birth 

Weight Infant：以下VLBW児とする），出生体重が1000g

未満の新生児は超低出生体重児（Extremely Low Birth 

Weight Infant：以下ELBW児とする）と呼ぶ。
　一般に，出生時の体重が小さい子どもほど，慢性肺疾
患などの慢性疾患，脳性麻痺や精神発達遅滞，発達障害
などのリスクが高いとされている。LBW児は，満期産
で正常に生まれた子どもたち（以下満期産児とする）に
比べて小さく生まれたというだけではなく，発育・発達
面でのさまざまなリスクの高さから，総合病院の小児科
などで長期的なフォローがおこなわれている。
　これまでのLBW児を対象とした数多くの追跡研究で
は，脳性麻痺や精神発達遅滞などの粗大な後障害のみら
れないLBW児であっても，満期産児に比べて，乳幼児
期からの言語発達の遅れや視知覚認知の苦手さ，学童期
以降には行動面の問題や学習面での困難さなどが報告
されている（例えば，武藤，1997；斉藤・川上・前川，
1999；隝田・田坂，2006）。また，近年ではLBW児の対
人面での問題や適応にも関心が向けられるようになって
きており，乳児期早期からのLBW児の社会性の発達を
取り上げた研究がおこなわれ始めている。
　そこで本研究では，乳幼児期早期のLBW児の社会的
発達に関する研究を概観する。とくに，乳幼児期早期に
重要な発達の指標の一つである共同注意を扱った研究に

注目する。共同注意とは，“相手と同じ対象に注意を向
け合う行動（大藪，2009）”である。乳児は，生後12ヵ
月頃から，他者と一緒に特定の同じ対象に注意を向けて
注目し合うことで，他者の心的状態に気付き始め，他者
を意図をもった行為の主体として理解するようになって
いく。共同注意は，乳児―対象物―他者の三項関係のコ
ミュニケーションが可能になることで，乳幼児期の他者
との社会的相互作用が飛躍的に発達することを示すだけ
でなく，後の言語発達や認知発達，社会性の発達の土台
として様々な面の発達に大きな影響を与えるとされてい
る（天野，2009；大神・実藤，2006）。
　一方，LBW児は，出生直後からの医療的な介入や長
期に及ぶ入院のための母子分離を体験していること，乳
幼児期早期から発達・発育の様々な面でリスクが高いと
されていることから，共同注意といった社会的コミュニ
ケーションを発達させることが難しく，満期産児とは異
なる特徴をもつ可能性が考えられる。
　以上のことから，本研究では，LBW児の共同注意を
取り上げた研究に注目し，LBW児の社会的発達の特徴
と今後の課題について検討する。なお，乳幼児期早期の
LBW児を対象とした研究では，LBW児の未熟性などを
考慮し，生活年齢3歳頃までは出産予定日から換算した
月齢である修正月齢が用いられている。このため本研究
では，修正月齢を採用した研究を概観する際は修正月齢
と表記している。

ＬＢＷ児の社会的発達

乳児期前半の研究
　一般的に，生後4ヵ月頃になると，乳児は母親にあや
してもらうことで笑ったり，相手の顔を見て自ら笑いか
けたりするようになる。乳児は，他者とのコミュニケー
ションの方法として，微笑みや発声を用い，相手の反応
を引き出そうとしたり，相手の反応に応じようとする。
乳児は生得的に人間がもつ刺激特性を好み，“他者，と
くにその顔や目と能動的に出会おうとするのである。こ
の乳児と他者との対面的出会いが，ジョイント・アテン
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ションの原初的形態（大藪，2000）”と考えられている。
ここから，生後数ヵ月の乳児は，他者との対面のやりと
りのなかで，乳児が自分自身の感情や覚醒といった反応
を調整しながら，乳児が他者との社会的なつながりを試
みることが重要な課題になるといえる。
　乳児期早期のLBW児を対象とした研究では，LBW児
は，満期産児に比べて，他者との社会的相互作用のなか
で頻回に視線を逸らすなどネガティブな反応を示しや
すいことが指摘されている。例えば，Eckerman，Hsu，
Molitor，Leung，& Goldstein（1999）は，出生時の体
重が1250g以下で生まれたVLBW児群47名を対象に，修
正月齢4ヵ月時点で，初対面の実験者とのいないいない
ばあ遊びでの反応を検討している。ここでの乳児の反応
は，表情や発声，手足の動かし方についてそれぞれポジ
ティブな反応とネガティブな反応に分けて評価されてい
る。結果，実験者との対面のやりとりの間に，VLBW児
群は満期産児群と同様に実験者の顔への視覚的注意はみ
られるが，視覚的注意の時間がやや短いこと，実験者に
笑顔を向けるといったポジティブな反応がより少ないこ
とを報告している。VLBW児群では，無表情になり，実
験者から視線を逸す，手足の動きが大きくなる，泣く・
唸るなど不快さを表す発声をするといった反応が多く
みられている。Eckerman et al.（1999）は，これらの
VLBW児群の反応から，VLBW児は他者との相互作用場
面で覚醒しすぎてしまい反応を調節することが難しい可
能性や，視覚的注意や相手に応じて反応する力が弱い可
能性を示唆している。
　LBW 児が満期産児に比べて他者や他者が共有しよ
うと働きかける対象物から視線を逸らしやすい傾向
は，乳児期の母子のやりとりを観察した研究（例えば，
Landry，1986）においても指摘されている。LBW 児
の視線回避が起こる要因として，Schuymer，Groote，
Desoete，& Roeyers（2012）は，LBW 児の視覚的注意
の能力の低さに注目している。Schuymer et al.（2012）
では，在胎週数28週から34週，平均出生体重1551gの
LBW児群20名と満期産児群42名を対象に，社会的な文
脈である母子の相互作用場面と，社会的な文脈とは無関
係なコンピュータ画面上に映される刺激に注意を向ける
場面を設定して検討をおこなっている。その結果，満
期産児群に比べてLBW児群は，母子相互作用場面で母
親の顔以外の関係ない物を頻繁に注視すること，コン
ピュータ画面上で注意を向けている対象から他の対象へ
注意を切り替えることが難しく時間がかかることを指摘
している。さらに，修正月齢6ヵ月時に母子相互作用場
面で頻繁に視線回避がみられることは，修正月齢4ヵ月
時と6ヵ月時の視覚的注意の逸脱と関連すると報告して

いる。この傾向は，修正月齢12ヵ月まで縦断的に視覚
的注意を検討したRose，Feldman，& Jankowski（2001）
においても同様にみられている。
　以上のことから，満期産児の場合，生後4ヶ月頃には
自分の覚醒や感情状態を他者との間でうまく調節しな
がら，他者と相互作用をする力が培われ始めてくるが，
LBW児は視覚的注意の弱さのために他者と注意を共有
することに困難さをもつ児が多いと推測される。乳児期
早期の視覚的注意の困難さは，LBW児が母親など他者
との社会的相互作用をおこなう機会を減らし，この時期
に他者との間で発達していく能力に対してネガティブな
影響を及ぼす可能性が示唆される。

乳児期後半の研究
　生後6ヵ月をすぎた乳児期後半になると，他者とのコ
ミュニケーションのなかで，機嫌がよいときに嬉しそう
な発声をするなど，喃語が出現するようになる。そのよ
うな乳児の反応に他者が応じることで会話のようなコ
ミュニケーションが多く成立するようになってくる。ま
た，他者が指をさす対象物に注意を向けたり，乳児自身
が対象物を指さすことで他者の注意をその対象物に向け
させる行動が現れ始める。
　乳児期後半では，乳児期前半の対面のやりとりから，
乳児と他者が同じ方向や同じ対象物を見るというやりと
り，さらには自他の意図性を理解したうえでの共同注意
が可能となってくる。この時期は，これまでの乳児と他
者の二項関係のやりとりから，対象物が加わった三項関
係のやりとりへと発達していく重要な時期とされている

（大藪，2000）。
　この時期のLBW児の研究では，満期産児と比較した
共同注意や指さしの特徴を検討したものがみられる。原・
三石・山口（1993）は，出生体重1500g未満のVLBW児
86名の母親への聞き取りから，修正月齢12ヵ月時点で
の指さし行動の出現は53.5％にとどまり，指さし行動の
出現に対する在胎週数や出生体重，新生児仮死といった
周産期要因の関与を指摘している。その後の追跡調査で
は，VLBW児86名すべてに指さし行動が出現していた
ことから，VLBW児の指さし行動の出現にはVLBW児の
もつ未熟性が影響を与えていると考察している。
　また，新生児集中治療室（Neonatal Intensive Care 

Unit：以下 NICU とする）入院時からの早期介入の効
果 を 検 討 し た Olafsen，Rønning，Kaaresen，Ulvund，
Handegård，& Dahl（2006）では，出生体重2000g未満
のLBW児における修正月齢12ヵ月時点での共同注意を
取り上げている。この研究では，無作為抽出によって早
期介入をおこなった介入LBW児群71名，介入をおこな
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わなかった非介入LBW児群69名，満期産児群75名を対
象としている。この早期介入は，両親が子どもの行動や
気質的な特徴を正しく理解し，子どもの反応に敏感に適
切に応じられるようになることを目的としている。特別
に訓練を受けた看護師が病棟や家庭訪問のなかで両親に
ガイダンス指導をおこない，子どもに対する両親の適切
なかかわりを支持するという介入方法である。Olafsen 

et al.（2006） で は，Mundy が 開 発 し た Early Social 

Communication Scale（以下 ESCS とする）を用いて各
群の共同注意行動を評定し，早期介入の効果を検討して
いる。その結果，介入LBW児群は，非介入LBW児群に
比べて，自ら共同注意と要求行動を始めること，相手の
社会的相互作用に応じることに関して有意に高い得点を
示していた。一方，相手の共同注意と要求行動に応じる
程度には，介入の効果はみられなかったと報告している。
ここから，新生児期に実施された早期介入は，LBW児
の共同注意行動の特定の側面に対しては効果があると示
唆している。さらに，Olafsen，Rønning，Handegård，
Ulvund，Dahl，& Kaaresen（2012）では，Olafsen et al. 

（2006）と同様の対象に対し，修正月齢12ヵ月時の共同
注意と乳児のもつ覚醒を調整する能力との関連を検討し
ている。この結果，覚醒の調整能力の低いLBW児であっ
ても，早期介入によって共同注意場面でより高い反応性
を示したと報告している。
　以上のことから，満期産児に比べて，LBW児は他者
からの視線や指さしといった共同注意に応じることに苦
手さをもつ児が多いと考えられる。これらは，LBW児
の社会的相互作用の発達や言語発達の遅れなどに影響を
与える要因になると推測される。一方，両親にLBW児
の特徴や気質などをガイダンス指導する早期介入研究で
は，介入によってLBW児の共同注意行動が高められる
可能性が示唆される。今後，LBW児の発達のアウトカ
ムを促進していくために，乳児期早期からのLBW児の
発達的な特徴を捉えていくこと，それに応じた早期介入
をおこなっていくことが重要だと考えられる。

幼児期早期（2歳頃まで）の研究
　1歳をすぎたころから子どもたちは言葉を獲得してい
く。これまでの他者との相互作用に言葉が加わることで，
この時期の子どもたちは“他者を自らの注意を意図的に
コントロールする主体として明確に捉え，その注意が向
かう対象物を能動的に追跡し，それを語と結びつける能
力を獲得する（大藪，2000）”。とくに1歳6ヵ月前後は，
相手と意図を共有することを基盤として，具体的な対象
物を共有しながらより象徴的な対象を共有する共同注意
へと発達していく時期だと考えられている。

　修正年齢1歳6ヵ月時のLBW児の共同注意を扱った研
究では，修正月齢12ヵ月頃と同じく相手の共同注意に
応じる力の弱さが指摘されている。
　中島・福留（2011）は，出生体重1500g未満のVLBW

児群7名と満期産児群13名を対象に，MundyのESCSを
用いて修正年齢1歳6ヵ月時のVLBW児の共同注意の特
徴を検討している。その結果，他者に要求を伝えたり他
者の要求に応える要求行動や，身体遊びなど他者との直
接的なやりとりを楽しむ社会的相互作用では，VLBW児
群と満期産児群で行動の様相に有意な差はみられなかっ
たと報告している。一方，“自発的に他者を関わりに引
き込もうとするような社会的動機（中島・福留，2011）”
に基づいて視線や指さしを用いたり，他者の視線や指さ
しに応じるような共同注意では，VLBW児群の反応が有
意に低い結果を示している。課題時のVLBW児群の様子
から，VLBW児群では，自分が関心のある対象物を他者
と共有するためにアイコンタクトを用いることが少な
く，他者からの相互作用のサインに応じることも少ない
と指摘している。
　また，Clark，Woodward，Horwood，& Moor（2008）
では，相互作用場面でのやりとりや認知能力の発達，家
庭での様子から，より早く小さく生まれたLBW児は他
者とのやりとりの際に自己を統制する力が弱い可能性を
示唆している。これらの結果は，中等度から重度の脳の
白質異常といった周産期の医学的要因だけでなく，子ど
もの反応に対して敏感に応じることが難しい親の養育ス
タイルにも影響されていると考察されている。
　さらに，母子のやりとりに注目したGarner，Landry，
& Richardson（1991）では，出生体重1600g未満のLBW

児のうち，神経学的な異常などのリスクが高いLBW児
群11名は，満期産児群12名に比べて，母親との共同注
意場面で反応が弱く，探索行動が少ないことが報告され
ている。また，神経学的なリスクが低いLBW児群16名
においても母親との共同注意反応が弱いことを指摘して
いる。また，リスクに関わらずLBW児群は，修正年齢2

歳時に母親の興味を自分の玩具に引きつけるために発声
などの言語的行為を示しにくく，母親との相互作用場面
で受身的になる傾向が強いことを明らかにしている。
　以上のことから，修正年齢1歳6ヵ月頃のLBW児は，
満期産児に比べて，他者との社会的相互作用において相
手の反応に気づき，それに応じて反応していくことが難
しいと示唆される。そのため，LBW児と母親など他者
が安定したやりとりをおこなえるよう，LBW児の発達
的な特徴に応じた関わり方を工夫する必要があるといえ
る。
　LBW 児の特徴に応じたかかわりの工夫について，
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LBW児の母親が満期産児の母親とは異なる方法で子ど
もに接しているという報告もみられる（Garner et al.，
1991；Greenberg & Crnic，1988）。とくに，呼吸器系
の問題や脳室内出血など医学的にハイリスクなLBW児
の母親は，満期産児の母親に比べて，LBW児の玩具へ
の反応性が弱まってくると，別の新しい玩具を相互作
用場面に導入することで子どもの反応性を高めようと
する傾向が強いと報告される。この傾向は，LBW児の
視覚的注意の能力が発達していくにつれ，徐々に減少
していくことが指摘されている（Garner et al.，1991）。
周産期の医学的なリスクが高いLBW児や，母親によっ
て育児の困難さが強く認識される LBW 児は，乳幼児
期早期からのネガティブな養育の影響を受けやすいた
め（Poehlmann，Schwichternberg，Shlafer，Hahn，
Bianchi，& Warner，2011），LBW 児が発達していく様
相に応じて，他者が関わり方を工夫しながら，LBW児
の発達を促していくことが重要だと考えられる。

2歳以降を対象とした LBW児の研究
　幼児期中頃までを対象としているLBW児の縦断的な
調査においても，乳児期早期からのLBW児の困難さが
指摘されている。例えば，Landry，Denson，& Swank

（1997）では，LBW児の3歳までの認知発達と社会的発
達の変化を検討した結果，医学的にハイリスクなLBW

児群では，満期産児群に比べて，3歳までの認知発達の
伸びがより遅く，認知発達の伸びの割合が減少する傾
向を指摘している。また，医学的なリスクに関係なく
LBW児群では，3歳までの期間で自ら社会的な相互作用
を始める力が弱く，その力の伸びは満期産児群に比べて
遅いことも報告されている。乳児期早期の研究から指摘
されているように，幼児期のLBW児は，社会的相互作
用に応じる力の発達に比べて，自らイニシアティブを
とって社会的相互作用を始める力の発達により困難さが
みられると考えられる。
　また，4歳頃までのLBW児の注意の発達について取り
上げた研究（Weijer-Bergsma，Wijnroks，& Jongmans，
2008）では，外界の出来事や対象物などに関心を向けた
り，注意の焦点を移行したり維持することに苦手さをも
つ児が多いと指摘される。乳児期早期から指摘される
LBW児の視覚的注意の苦手さは，生物学的な要因と環
境要因の影響を受けながら，幼児期早期へと成長するに
つれて満期産児との差異が大きくなり，視覚的注意の苦
手さが後の注意や認知能力の発達などに影響を及ぼすこ
とが示唆されている。
　これらのことから，LBW児の早期からの社会的な発
達を検討していくうえで，LBW児の他者との相互作用

場面の特徴を検討するだけでなく，視覚的注意の発達と
いった観点からの長期的な追跡研究が必要性であると考
えられる。

今後にむけて

　本研究では，LBW児の乳幼児期早期における社会的
発達に関する研究を概観した。とくに乳児期早期からの
他者との相互作用にかかわる視覚的注意や共同注意に焦
点をあてた。LBW児の社会的発達の特徴を検討するこ
とは，LBW児の発達を促すための早期介入につながる
だけでなく，LBW児と母親の関係性などを育んでいく
ための支援に重要な示唆を与えると考えられる。
　LBW児の研究から，満期産児に比べて，LBW児は視
覚的注意を対象物に向けることや，対象物への注意を維
持することに困難さを示す児が多いことが指摘されてお
り，LBW児の視覚的注意の能力に応じた関わり方が周
囲の大人に求められるといえる。また，LBW児は乳幼
児期早期の共同注意場面において，相手からの共同注意
に気づいて応じることが難しく，自ら興味のある対象物
に他者を惹きつけるような反応が弱い傾向が指摘され
ている。これらの特徴について中島・福留（2011）で
は，LBW児は長期に及ぶNICU入院やそれによる早期か
らの対人接触からの分離によって，他者との情緒的な交
流の経験が不足している可能性を指摘している。LBW

児は出生時から満期産児とは異なる状況のなかで生きて
おり，医学的な要因や母親の不安などの要因のために，
NICU退院後においても家庭のなかで社会的な相互作用
を伸ばしていく関わりが少ない可能性が考えられる。ま
た，乳幼児期早期のLBW児は，社会的なやりとり場面
で無表情を示したり，泣くといったネガティブな反応を
示しやすいために，母親など周囲の大人たちがLBW児
に対して関わりにくさを感じている可能性が推測され
る。そのために母子の相互作用の機会が減少し，LBW

児の相互作用の力や母親の児に対する感情などにネガ
ティブな影響を与えるといった悪循環を引き起こす可能
性が示唆される。
　このため，Olafsen et al.（2006）やOlafsen et al.（2012） 

にあるように，LBW児とその家族にとって，低出生で
生まれた子どもの特徴やかかわり方に詳しい医師や看護
師，心理士など専門家による早期介入が重要なサポート
になると考えられる。専門家による入院時からのサポー
トや退院後の家庭訪問によるガイダンス指導などを通し
て，母親など周囲の大人がLBW児の特徴を理解した上
で適切なかかわりをしていくことは，LBW児のポジティ
ブな反応を引き出すことにつながり，子どもと関われて
いるという母親の自信を高めると考えられる。
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　乳幼児期早期の先行研究では，満期産児に比べて，
LBW児は，他者とのやりとりの際に対象物や他者に注
意を向けることに時間を要したり，注意を維持すること
が難しいことが示唆された。このため，他者との相互作
用場面において，LBW児が安定した状態でポジティブ
な反応を引き出せるように，LBW児が注意を向けやす
い刺激の種類や量，刺激を提示するタイミングなどを検
討する必要があるといえる。これは，LBW児とその家
族の心地よい相互作用を促進するための早期介入に対し
て1つの示唆を与えると考えられる。
　また，LBW児は月齢が進むにつれて，自ら他者に要
求を出す行動を獲得していく一方，他者と興味や関心を
共有する共同注意行動は獲得されにくいことが指摘され
ている。要求行動は自分の要求を満たすために相手を利
用する行動であるが，共同注意は自分の関心を相手と
共有する行動であるため，相手を自分とは異なる関心
をもった意図的な存在として理解することが求められ
る（福山・明和，2011）。LBW児の研究から，LBW児は，
自分の意図に気づいて主体的に相手に要求を出す力は満
期産児と同様に発達させるが，相手にも意図があること
に気づく力は満期産児に比べて弱い可能性が推測され
る。アイコンタクトによるコミュニケーションの苦手さ
といった基本的な共同注意の困難さは，LBW児が他者
を意図的な行為の主体として捉え，他者と対象物を共有
する三項関係を獲得することの難しさに影響を与える要
因の1つと示唆される。以上のことから，今後，乳幼児
期のLBW児における共同注意の特徴に焦点をあて，そ
の特徴に関連する要因を検討することが必要だと考えら
れる。また，広汎性発達障害など他の臨床群との共同注
意の相違を比較検討し，LBW児の共同注意の特徴を明
らかにしていくことが課題になると考えられる。
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ABSTRACT

An Overview of the Research on Social Development in Low Birth Weight Infants

Saori YAMASHITA and Masako NAGATA

The purpose of this research was to provide a review of the literature on joint attention in low birth 

weight infants (LBWI) during the first 4 years of life. First, research examining the difference in ability 

of attention between LBWI and full-term infants indicated that LBWI was less optimal attention devel-

opment and these difference increased when infants grow up. Second, research investigating the differ-

ence in joint attention between LBWI and full-term revealed that there were significant differences in 

the area of initiating and responding joint attention between them during toddlers. The importance of 

long-term studies with the developmental change of social communication on LVBI was emphasized.

Key words:  low birth weight infants, full-term infants, joint attention, attention ability, social develop-

ment




